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１．基本的な考え方
２．競争評価の枠組み
３．ネット業務の具体的な範囲・提供条件
４．本日確認したいポイント
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１．基本的な考え方

➢ 民主主義社会の財産である言論の多様性・メディアの多元性
が損なわれることのないよう、慎重な制度設計が必要だ。

➢ 放送の二元体制だけでなく、「メディアの多元性」を。地方
新聞社が体現する地域ジャーナリズム、地域情報の多様性も
視野に入れた議論が欠かせない。

➢ 受信料を原資とするNHKと、収支を勘案する民間企業の「公
正な競争」は成り立たないのではないか。他方、公共性を
「錦の御旗」にする議論も望ましくない。

➢ まずNHKが具体像を示すことが議論の出発点として不可欠。
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２．競争評価の枠組み

➢ 「競争評価の直接的な目的はメディア市場の公正競争の確保
で、分かりやすく言い換えると、『メディアの多元性確保』。
（中略）それ自体が直接目的ではないか」（林構成員・第３
回会合）

➢ 「目指すべきところは、質の高い情報発信源がＮＨＫだけで
はなくて民間でもしっかり確保されている状態になっている
こと。メディアの多元性をどう確保していくのか、というこ
とを対象として議論することは非常に重要」（落合構成員・
第３回会合）

「メディアの多元性」は極めて重要
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２．競争評価の枠組み

日本放送協会のインターネット活用業務の競争評価に関する準備
会合（第3回）NHK説明資料
https://www.soumu.go.jp/main_content/000926983.pdf

「高い水準の多元性が前提」との説明はあったが

https://www.soumu.go.jp/main_content/000926983.pdf
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２．競争評価の枠組み

➢ NHKの競争評価で従来使われてきた「独占禁止法上の枠組
み」は、NHKと民間報道機関の競争を評価する指標として適
切ではない。

➢ NHKが示した「総合衡量」ではなく、「メディアの多元性」
を確保する枠組みを準備会合で規定していくことが重要。

➢ 「取材体制をしっかり持った主体（新聞・民放）との『信頼
できる多元性確保』への貢献＝高い水準の多元性が前提」
「取材体制をしっかり持った地域メディアと切磋琢磨し、高
い水準の多元性を確保」とのNHKの説明は重要。

➢ 今後の競争評価には新聞・通信社として積極的に関与してい
きたい。「地域メディアの多元性」を確保する仕組みも必要。
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２．競争評価の枠組みについて

＜本日確認したいポイント＞
➢ 「メディアの多元性」「高い水準の多元性」をどう実現するか。
➢ 両者の相違点とは。

＜その他不明な点＞
➢ NHKと総務省の競争評価プロセスのそれぞれの役割は。対象サー
ビス、考え方、頻度、競合事業者の意見をどう聞くか。

➢ 「教育事業」など報道以外の分野をどう適切に評価するか。
➢ ネット業務の適正な運用をどうチェックするか。



8

３．ネット業務の具体的な範囲・提供条件

日本放送協会のインターネット活用業務の競争評価に関する準備
会合（第3回）NHK説明資料
https://www.soumu.go.jp/main_content/000926983.pdf

必須化後の考え方や具体像は少しずつ明らかになるが

https://www.soumu.go.jp/main_content/000926983.pdf
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➢ 「視聴者・国民において、放送経由でも、ネット経由でも、
同等の、変わらない、同一の価値、同一の受益をもたらす」
「オリジナルコンテンツを作らない」といった説明は、これ
まで指摘された「理解増進情報のなし崩し的拡大」「受信料
のフリーライド問題」などの懸念について、NHK自身の考え
方を整理したものと理解している。

➢ 「任意業務が必須業務になると要求水準が上がり、業務拡大
になる。視聴者・国民にとっても受益の拡大につながる」
（NHK根本理事・第３回会合）。

➢ 「『理解増進情報』の再整理」、プラットフォームを通じた
展開など不明瞭な部分も。

３．ネット業務の具体的な範囲・提供条件
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＜本日確認したいポイント＞
➢ 理解増進情報のような「無料・独自コンテンツ」は展開でき
ないか。

➢ 放送とネットのコンテンツは「同一」となるか。
➢ 受信契約非締結者が見られる情報の範囲とは。

＜その他不明な点＞
➢ 「報道サイト」の詳細は。理解増進情報の「再整理」とは。
➢ 見直し後の全体像は。「災害報道」「学び・教育」以外は。
➢ プラットフォームを通じたコンテンツ展開と「公平性」の関
係は。

３．ネット業務の具体的な範囲・提供条件
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４．本日確認したいポイント

＜競争評価の枠組み＞
➢ 「メディアの多元性」「高い水準の多元性」をどう実現する
か。

➢ 両者の相違点とは。

＜ネット業務の具体的な範囲・提供条件＞
➢ 理解増進情報のような「無料・独自コンテンツ」は展開でき
ないか。

➢ 放送とネットのコンテンツは「同一」となるか。
➢ 受信契約非締結者が見られる情報の範囲とは。
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